
　

高
齢
社
会
で
最
も
大
切
な
相
互
支

え
合
い
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
い

手
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
心
が
折
れ
て
ゆ

く
。
立
て
直
し
が
と
て
も
厳
し
い
。

　

老
人
給
食
活
動
で
長
く
頑
張
ら
れ

た
小
林
良
子
さ
ん
と
地
域
環
境
美
化

に
尽
力
さ
れ
た
根
岸
克
治
さ
ん
。
お

二
人
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

小
林
良
子
さ
ん
（
堀
込
町
）

　
「
平
成
4
年
に
登
録
以
来
、
29
年

間
の
給
食
作
り
で
し
た
。
お
料
理
は

若
い
頃
か
ら
好
き
で
色
々
勉
強
も
し

な
が
ら
励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
好
き

な
道
で
地
域
社
会
貢
献
で
き
る
こ
と

は
幸
せ
で
し
た
。
そ
の
上
、
数
年
前

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動
が
ど
う

で
あ
っ
た
か
前
年
を
振
り
返
え
る
と
、

中
止
に
し
た
活
動
が
多
い
。
文
化
祭

模
擬
店
、
地
区
外
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー
、

高
齢
者
特
別
会
食
会
、
講
演
会
、
障

が
い
者
交
流
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
、
ふ

れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
、
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
活
動
な
ど
、
当
社
協
の

主
要
活
動
の
大
部
分
が
中
止
。

　

高
齢
者
の
巣
ご
も
り
状
態
の
弊
害

が
顕
著
な
だ
け
に
、
少
し
で
も
つ
な

が
り
活
動
を
、
と
安
全
策
を
施
し
た

上
で
実
施
で
き
た
の
が
、
独
居
老
人

給
食
サ
ー
ビ
ス
。
購
入
品
の
配
布
で

4
回
、
半
分
の
人
数
で
作
っ
た
お
弁

当
配
布
が
2
回
。
特
に
10
ヶ
月
ぶ
り

で
作
っ
た
お
弁
当
に
「
あ
、
あ
っ
た

か
い
の
が
来
た
」
と
喜
ば
れ
た
、
と

の
報
告
が
印
象
的
だ
っ
た
。

子
育
て
サ
ロ
ン
も
人
気
だ
っ
た
企
画

メ
ニ
ュ
ー
を
や
め
て
、「
場
の
提
供
」

だ
け
に
し
て
も
、
3
回
の
開
催
に
と

ど
ま
っ
た
。

各
町
内
の
12
の
サ
ロ
ン
は
、
感
染
不

安
か
ら
一
度
も
開
催
で
き
な
か
っ
た
所

が
4
サ
ロ
ン
、
お
菓
子
配
布
で
顔
合
わ

せ
安
否
確
認
な
ど
工
夫
し
て
1
回
で
も

開
催
で
き
た
所
が
8
サ
ロ
ン
だ
っ
た
。

に
は
市
長
表
彰
（
H
28
年
）
も
頂
け

て
本
当
に
感
謝
で
す
。
施
設
入
所
し

て
い
る
主
人
か
ら
も
、『
地
域
へ
の

恩
返
し
が
大
事
だ
よ
』
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で

き
る
範
囲
で
、
地
域
と
の
繋
が
り
を

持
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

根
岸
克
治
さ
ん
（
堀
込
町
）

「
10
年
以
上
も
前
、
退
職
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
で
草
ぼ
う
ぼ

う
の
所
が
気
に
な
り
、
美
化
へ
一
念

発
起
し
た
。
始
め
は
横
手
橋
西
側
を

手
掛
け
て
い
た
ら
他
町
内
だ
と
言
わ

れ
た
。
そ
れ
で
今
の
本
庄
病
院
近
く

の
川
岸
に
取
組
み
、
も
う
4
年
に
な

る
。
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
実
現
に
至
ら
な

い
が
、
長
期
計
画
で
徐
々
に
下
流
岸

に
も
整
備
し
て
い
く
つ
も
り
。

　

自
分
の
家
の
前
の
草
も
取
ら
な
い

人
が
い
る
が
、
動
機
は
ず
ば
り
見
苦

し
い
か
ら
。
始
め
は
色
々
言
う
人
が

い
た
。
小
判
で
も
埋
ま
っ
て
い
る
の

か
?
い
く
ら
金
が
出
て
る
ん
だ
?

と
。
気
に
し
て
た
ら
何
も
で
き
な
い
。

で
も
、
見
る
人
は
見
て
く
れ
て
い
る
。

感
謝
と
激
励
の
言
葉
を
掛
け
て
く
れ

る
人
が
増
え
て
行
っ
た
。

　

住
民
は
支
え
あ
わ
な
く
ち
ゃ
。
自

分
勝
手
は
だ
め
だ
ろ
う
。
こ
こ
へ
き

て
30
年
に
な
る
が
こ
の
町
内
は
す
ば

ら
し
い
人
達
が
多
い
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
絆
を
大
切
し
て
い
き
た
い
。」

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
映
写
の
市
社
協
の
会

場
に
は
10
人
位
で
密
な
ら
ず
。
リ
モ

ー
ト
参
加
も
10
人
位
か
。
テ
キ
ス
ト

は
事
前
に
送
付
さ
れ
、
受
け
易
く
学

び
易
い
リ
モ
ー
ト
講
座
で
あ
っ
た
。

　

講
題
は
「
災
害
に
備
え
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
〜
被
災
地
の
実
際
を
知

り
自
分
の
地
域
を
考
え
る
」。

　

内
容
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
箇
条

表
記
す
る
。

・
災
害
大
国
日
本
だ
が
災
害
ご
と
に

被
災
地
の
状
況
は
異
な
る
。
一
つ
と

し
て
同
じ
災
害
は
な
い
。
被
災
地
の

風
景
か
ら
学
び
と
る
こ
と
は
多
い
。

・
被
災
地
の
中
で
起
こ
る
「
混
乱
」

を
学
び
と
れ
。

・
地
元
の
平
時
で
の
対
策
は
水
害
想

定
が
主
流
だ
が
、
地
震
災
害
は
長
期

の
局
面
ご
と
の
対
応
策
が
必
要
。

・
災
害
規
模
が
大
な
る
ほ
ど
行
政
の

対
応
力
に
限
界
が
あ
る
。
地
域
共
助

が
カ
ギ
と
な
る
。

・
災
害
ボ
ラ
活
動
は
実
に
多
彩
。

　

又
水
害
が
心
配
の
季
節
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
災
害
発
生
し
た
ら

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
、
課
題
は

多
い
中
、
市
社
協
主
催
で
防
災
講
座

が
開
か
れ
た
。
一
昨
年
の
台
風
19
号

水
害
時
に
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
市
社
協
は

被
災
者
支
援
の
中
核
を
担
っ
て
お
り
、

防
災
教
育
に
も
注
力
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
参
集
講
座
が
難
し
く

リ
モ
ー
ト
形
式
と
な
り
、
山
辺
か
ら

は
3
名
が
リ
モ
ー
ト
に
挑
戦
。
若
い

方
に
は
何
で
も
な
い
が
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
理
解
し
難
い
世
界
だ
け
に
、

ま
ず
や
り
方
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

カ
メ
ラ
付
き
パ
ソ
コ
ン
又
は
ス
マ

ホ
に
「
ズ
ー
ム
」
と
い
う
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
、
主
催
市
社
協

か
ら
の
メ
ー
ル
で
の
「
招
待
」
を
受

け
て
登
録
セ
ッ
ト
す
る
方
式
。
参
加

者
の
顔
も
画
面
の
端
に
示
さ
れ
る
。

や
っ
て
み
た
ら
意
外
と
や
さ
し
く
今

後
の
応
用
が
楽
し
み
と
な
っ
た
。

　

3
月
20
日
10
時
ス
タ
ー
ト
。
講
師

は
前
全
社
協
職
員
・
全
国
災
害
ボ
ラ

支
援
N
W
コ
ン
サ
ル
の
園
崎
氏
。
何

と
浦
安
市
の
自
宅
か
ら
の
講
義
。
プ

　

募
金
に
協
力
し
て
い
て
も
、
使
い

道
や
同
様
募
金
が
二
つ
あ
る
こ
と
な

ど
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

先
般
民
生
委
員
向
に
解
説
書
を
作
成

し
た
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

・
共
同
募
金
の
意
義
。
行
政
は
税
金

を
も
っ
て
公
平
な
社
会
福
祉
の
実
現

を
め
ざ
す
一
方
で
、
住
民
自
ら
が
主

体
的
に
社
会
福
祉
課
題
に
取
り
く
む

こ
と
を
補
完
的
に
求
め
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
共
同
募
金
だ
。

・「
共
同
募
金
」
と
は
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
の
こ
と
。

・
実
施
組
織
は
「
都
道
府
県
の
募
金

会
」で
、市
町
村
は
そ
の
下
部
の
支
会
。

国
は
そ
の
連
合
体
の
位
置
付
け
。

・「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
は
支
会
で

・
外
部
支
援
を
う
ま
く
受
け
入
れ
る
。

・
避
難
所
の
問
題
列
挙
（
資
料
に
）。

・
平
時
で
の
心
構
え
・
留
意
点
列
挙
。

・
特
に
平
時
で
の
顔
の
見
え
る
関
係

作
り
が
大
切
。

　

講
話
に
直
近
の
足
利
の
山
火
事
災

害
も
出
て
、
本
城
町
内
で
住
民
避
難

支
援
に
奔
走
し
た
地
区
内
代
表
も
社

協
会
場
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
体

験
と
課
題
も
披
歴
さ
れ
た
。

集
め
県
の
募
金
会
に
集
約
、
配
分
。

支
会
使
途
に
は
約
50
%
の
配
分
。

・「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」
は
赤
い
羽

根
共
同
募
金
と
は
区
分
し
て
「
支
会
」

内
で
募
金
し
全
額
運
用
さ
れ
る
。
し

か
し
県
・
国
レ
ベ
ル
で
は
、「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」
の
中
の
一
つ
に
含
む

扱
い
。（
統
計
上
・
資
料
上
）

・
そ
の
理
由
は
よ
っ
て
き
た
る
歴
史

に
あ
り
、
官
制
募
金
（
赤
い
羽
根
・
国
、

県
主
体
）
と
民
自
発
募
金
（
歳
末
助

け
合
い
、
市
町
村
主
体
）
と
の
違
い
。

・
目
的
も
実
施
形
態
も
近
似
し
て
い
る

の
で
国
・
県
は
、
昭
和
34
年
に
「
歳
末

助
け
合
い
募
金
」
は
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」
の
中
の
一
つ
に
含
め
る
、
と
し
た
。

・
支
会
（
市
）
に
配
分
後
の
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
」
と
百
%
市
レ
ベ
ル

の
「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」
は
共
に

市
社
協
が
管
轄
し
、
主
要
使
途
は
同

一
（
敬
老
会
・
地
区
社
協
事
業
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
、災
害
対
策
支
援
等
）。

・「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」
の
独
自
使

途
と
し
て
は
、
困
窮
世
帯
等
の
個
別

支
援
金
、
独
居
高
齢
者
特
別
友
愛
訪

問
・
特
別
会
食
会
、
小
口
資
金
貸
付

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
民
生
委
員
が
関

与
す
る
事
業
で
あ
る
。

・
金
額
レ
ベ
ル
は
年
度
変
化
は
あ
る

が
、
赤
い
羽
根
の
市
へ
の
配
分
は
約

650
万
、
歳
末
助
け
合
い
は
約
1500
万
円

の
規
模
で
あ
る
。

会　

長 

松
本
留
男（
自
）

副
会
長 

石
川
昭
二（
自
） 
本
橋
裕
一（
育
体

）

 

新
井　

明（
民
） 
久
保
田
英
三（
交
）

 

今
泉
倆
一（
老
） 
三
田
忠
良（
協
）

事
務
局
長 

樋
口
茂
延（
協
民

）

常
任
理
事 

斎
藤
修
一（
協
） 
高
瀬
雅
子（
協
）

 

古
山　

高（
自
） 
簑
輪
省
三（
自
）

 

齋
藤
美
代（
協
） 
新
江
義
夫（
協
）

 

柳
沢　

猛（
協
民

） 
栗
原　

収（
協
）

 

小
林
英
一（
協
） 
田
中
幸
子（
協
民

）

 

上
岡
恵
子（
民
）

理　

事 

麻
生
千
明（
自
） 
山
本
一
八（
自
）

 

坂
本
三
郎（
自
） 
堺
本
松
枝（
自
）

 

堀
越
輝
夫（
自
） 
堀
越
幹
夫（
自
）

 

山
本
順
一（
自
） 
渋
澤
克
博（
自
）

 

島
田
惠
造（
自
） 
岡
田
十
四
夫（
自
）

 

蛭
田
利
栄（
自
） 
石
原
利
男（
自
）

 

稲
田
克
己（
自
） 
田
中
榮
太
郎（
自
）

 

金
井　

弘（
自
） 
椎
名
松
俊（
自
）

 

小
暮　

保（
自
） 
櫻
井
龍
美（
自
）

 

岡
野
綾
子（
民
） 
落
合
か
お
る（
民
）

阿
久
田
操
子（
民
） 
須
永
ミ
チ
子（
民
）

 

尾
崎
雅
治（
民
） 
田
部
井
久
代（
民
）

萩
原
恵
美
子（
民
） 
冨
福
百
子（
民
）  

 

倉
林
順
子（
民
） 
飯
田
剛
史（
学
）  

松
葉
み
つ
子（
体
） 
須
永
利
江（
老
）

 

清
水
弘
子（
協
） 
橋
本
静
江（
協
）

 

金
井
幸
子（
協
） 
生
澤
き
く
え（
協
）

 

田
島
章
廣（
協
） 
宮
沢
秀
喜（
協
）

監　

事 

菅　

弘
武（
協
） 
小
堀
蒼
洋（
協
）

事
務
局 

樋
口
茂
延  

斎
藤
修
一  

高
瀬
雅
子

 

斎
藤
美
代  

新
江
義
夫  

柳
澤　

猛

 

栗
原　

収  

小
林
英
一  

田
中
幸
子

 

田
島
章
廣  

宮
澤
秀
喜　

令和3年度  山辺地区社協  役　員

松本会長と表彰者。
左 根岸克治氏　右 小林良子さん

本
年
の
功
労
者
・

　

顕
彰
表
彰
に
お
二
人
が

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動
が
ど
う

中
止
に
め
げ
ず
、
少
し
で
も

つ
な
い
で
い
く
活
動
を

中
止
に
め
げ
ず
、
少
し
で
も

つ
な
い
で
い
く
活
動
を

画面の園崎講師。リモート
者も上段に表示

リ
モ
ー
ト
で

  

防
災
講
座
に
参
加

協
会
場
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
体

・
そ
の
理
由
は
よ
っ
て
き
た
る
歴
史

に
あ
り
、
官
制
募
金
（
赤
い
羽
根
・
国
、

県
主
体
）
と
民
自
発
募
金
（
歳
末
助

け
合
い
、
市
町
村
主
体
）
と
の
違
い
。

の
で
国
・
県
は
、
昭

助
け
合
い
募
金
」
は
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」
の
中
の
一
つ
に
含
め
る
、
と
し
た
。

・
支
会
（
市
）
に
配
分
後
の
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
」
と
百
%
市
レ
ベ
ル

の
「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」
は
共
に

　

募
金
に
協
力
し
て
い
て
も
、
使
い

道
や
同
様
募
金
が
二
つ
あ
る
こ
と
な

ど
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

協
会
場
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
体

験
と
課
題
も
披
歴
さ
れ
た
。

・
そ
の
理
由
は
よ
っ
て
き
た
る
歴
史

に
あ
り
、
官
制
募
金
（
赤
い
羽
根
・
国
、

県
主
体
）
と
民
自
発
募
金
（
歳
末
助

け
合
い
、
市
町
村
主
体
）
と
の
違
い
。

・の
で
国
・
県
は
、
昭

助
け
合
い
募
金
」
は
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」
の
中
の
一
つ
に
含
め
る
、
と
し
た
。

・
支
会
（
市
）
に
配
分
後
の
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
」
と
百
%
市
レ
ベ
ル

赤
い
羽
根
と

歳
末
助
け
合
い
募
金
の

「
知
ら
な
い
こ
と
」
解
説
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